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○推薦による選抜

・推 薦入学 願書受付　1
月

～

５日( 火)

７日( 木)

・推薦入試　　　　 １月15日(金)

・合格内定通知発送　 １月21日(木)

○ 学 力 検 査 によ る 選抜

・Ｈ ９　 ２二心 濡

・学力入試　　2 月21日(日)

・合格発表　　2 月26日(金)

○社会人推薦

・願書受付
11月30日(月)

～12月4 日(金)

社会人入試　12月11日(金)

・合格発表 12月17 日(木)

3日(水) 学生総会

専攻科特別研究最終発表会(２年)

後期期末試験

学生臨時休業日

月曜日振替授業

卒業研究発表会(3月1日(月)まで)

補講期 間(3月5日(金)まで)

終業式

専攻科特別研究公開発表会(2 年)

; 詣:; 卦
・ 尚

行　　事　　予　　定 （11月から３月）

11月

6日(金) 磐陽寮( 高専祭) 準備

7日(土) 磐陽寮( 高専祭) 本祭

11日(水) 第３回ＴＯＥＩＣ ＩＰテスト

(３年生・専１年生対象)

14日(土)～15日(日) 全国高専デザインコンペディジョン

(豊田高専)

18日(水) 寮防災訓練

22日(日) 全国高専ロボットコンテスト

全国大会( 両国国技館)

24日(火) 後期中間試験く12月7日(月)まで)

26日(木) 専攻科特別セミナー発表会

12月

１月

24日(木)

26日(土)

6日( 水)

12 日( 火)

13 日( 水)

(3 年生対 象、

15日( 金)

27 日( 水)

冬季 休業 開 始(1月5日(火)まで)

学校 閉 鎖期 間(1月3日(日)まで)

授 業 開 始

月 曜 日 授 業 振 替

学 習 到 達 度 試 験

ただし コミ科 除 く。 他学年 は臨時休講 ）

推 薦 入 試 （学 生 臨 時 休 業 日 ）

専 攻 科 特 別 研 究 中 間 発 表 会（１年 ）

２月

8日(月)～15日(月)

22日(月)

23日(火)

24日(水)

３ 月

25日(木) 再試験期間(3月5日(金)まで)

2日( 火)

8日( 月)

18日( 木)

心

地球環境保護のために、この冊子には
ヽ 夕ＳＯＹＩＮＫ,｡大豆油インキを使用しています。

編 集 後 記

学 校だ より 第87 号で は、 平 成21 年度 に行 われ ま

11ｔ 幸女 行帛『 匍溢 斎“1了’９ 弔IFII ↑|r た 。

･ii･●ｉｉ ｇ甲11乖 糧喝i河ｉ馳ｆ零 １阿同 魯|ま せ ん が、

以 前 行 っ た ア ン ケ ート で 好 評 であ っ たr イ ン タ ー

ン シ ッ プ 報告 」 屁:つ い て は、 写 真 を増 やし 、 学 生

の 活動を よ り分 かり 易く し まし た 。

本 校 学 生 の 活 動 ・活 躍 の紹 介 は、 本 誌 以 外 にも

ホ ー ム ペ ージ を 通 し て 行 っ て お り ま す が 、 今 後 も

こ れら ２ つの 媒 体 を 用 い て 、 誌者 の皆 様 に生 き 生

きと し た 学 生 の姿 と、 そ れを 支 え る 教 職 員 の姿 を

お伝え して いき ま す。 福島工業高等専門学校



式 辞 学校長 奈　 良　 宏　 一

新入生214名、留学生４名を含む編入学生10名、専攻科生25名の皆様の

福島高専への入学、誠におめでとうございます。本日、桜のつぼみのよ

うに胸一杯に夢を膨らませた多数の新入生諸君を福島高専に迎えること

ができ、教職員、在校生一同、大変喜ばしく存じております。

皆様が入学される福島高専は、今から47年前の昭和37年に、日本で瑕

初に、他のＨの高古と共に創立された高専の一つです。福島高専は、こ

の47年間に、およそ6,500名の創造性と実践力を併せ持つ技術者を産業界

に送り出してきました。今後も、個性化、活性化、教育・研究の高度化

を進め、創造性と実践力を併せ持つ卒業生を社会に送り出してい くつも

りです。

福島高曹では、教育理念、学習・教育目標、養成する人材像、卒業時に身につけるべき学力をきめ細か

に決めています。教育理念の第一は「広く豊かな教養と人間力の育成」、第二は「しっかりした基礎力に基

づく創造性と実践性の育成」、第三は「国際性とコミュニケーション能力の育成」です。

技術者が作る製品は社会に大きな影響を与えます。皆さんは、自らの能力や技術力で作った製品が社会

にどのような影響を及ぼすのか、自分は何をし て良いのか、何をしてはいけないかを判断できるだけの教

徨と倫理観を身につけ る必要があります。幅広い教養と大開力を養ってほしいというのが、教育理念の第

一です。

創造性豊かな優秀な人材は、日本が持つ貴重な資源の一つです。日本は、今後も、優れ九人材と優れた

技術力によって新しい世界を創造し ていかねばなりません。専門基礎力と実践的実験・実習を巫視して、

皆さんに創造性と実践性を備えてもらいたいと思っています。これが教育理念の第二です。教育理念の

圖

第三番目の国際性とコミュニケーション能力です。 皆さんが社会で活躍する時代は、何事も地球規模で考

えねばならない時代です。異なった環境に住む人々の考え方を理解したうえで、相手に尊敬の念を抱きな

がら情報交換できるだけの知識と教養を身につけていただきます。

これからの、５年間の勉学において、皆様は次のごとに注意をして勉強をして下さいO

第一に、学校で定められた規則・規律を守り、自律的に皆が学校で快迪に生活できるように努力して下

さい。第二に、自ら疑問を持ち、自ら調べ、わからないところを質問する姿勢を保って下さい。第三に、

課外活動を楽しんで下さい。文化部やスポーツ部に所属し、集団での活動能力を身につけて下さい。第四

に、何でも語り合える友人を作って ﾄ ざい。友人との語らいが皆様の人開力を育むことにつながります。

高専では人学された皆様に、この先、さまざまな進路を提供しています。自分が進む先を見据えながら、

夢と希望を持ってこれからの勉学に励んで下さい。

次に、専攻科への入学生諸君。諸君は、本科５年間で修得したことを基礎に、さらに高度な基礎科目と

専門科目を学ぶことになります。

専攻科にも、本科と同様に修了時までに身につけるべき六項目の能力を決めていますが、特に、本科と

違う点は、地球的視野で考えられる能力、知識創造の時代に柔軟に対応できる能力、新しい産業技術を創

造できる能力を持つことです。なぜそうなるのかということまで含めて、身につけた知識を自分の中で融

合させ、応用することができて、初めて、目標が達成できます。将来の自分の進路や姿を今から考えて、

計画的に勉強してください。

最後に、新入学生諸君全員には、本校を巣立つまでに、本校の教育理念にある人間力、創造力、コミュ

ニケーション能力を身につけられるよう、日々健康に気を付けながら、元気に自律的に勉励努力し、大き

く成長して、社会に、大学に、大学院に進んでいけるよう祈念して式辞と致します。

・
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「創造性」と「実践力」

教務主事 根　 岸　 嘉　 和

本校の正門前には「創造と実践の福島高専」のモットーが掲げられて

います。

創設期からの高専という教育機関の目的は、中堅実践技術者の養成で

したが、時代が移り社会が変化した今は、豊かな創造性を備えた高度実

践技術者の輩 出が全高専共通の目的となっています。

まず、高専卒業生の 「実践力」については従来から高く評価されおり、論語の 「学びて時に

これを習う（実践する）､亦説ばしからずや」を即戦力として実行してきていると言えるでしょう。

さて、 今、強く求められている 「創造性」 についてですが、「数学者で大道芸人」として有

名なピーター・フラン クル氏は「教わったことはすぐ忘れるが、調べたことの中には憶えてい

る事もある。しかし、 自分で発見したことは決して忘れない｡」と言っています。「受け身の授

業」だけでなく、「能動的な 自学・自習」、さらには 「意欲的な研究・開発」が必要だというこ

とです。

学生諸君は是非、あらゆる勉学の機会を捉えて、知識・技術を新しい「モノづく り」に活用

できる 「知恵」を体得し、「創造性」を身につけて下さい。

高 専 と 専 攻 科 へ の 企 業 か ら の 一 要 望

専攻科長 根　 岸　 嘉　 和

今年度の全国高専専攻科 実務者会議で、特別講演講師の建設機械メ ーカーの方が、「最近の

高専・専攻科卒業生に望むことは何で すか？」 との質問に 「大卒も含め、基礎学力の充実。

特に 『力学』は公式の丸おぼえで、原理・原則を理解していないので先輩と技術的な議論がで

きない。これは企業にとってボディーブロ ーのように効いてきて、やがて大きなダメージにな

る｡」と言われ、それから 「海外に出て仕事をしようという気概と、少々の事ではくじけない

精神的タフさをもって欲しい｡」と言っておられました。

本校専攻科でも学生諸君に 「実務の基盤としての基礎学力の充実｡」、「海外業務を視野に入

れた将来展望と、その裏づけともなる英語力の増進。（専攻科修了要件 はTOEIC400 点てすが、

大卒は500,点、 企業は600,点が基準）」、「インターンシップ、 国際会議を含む学会発表など、各

種研修を通じての自信と精神的強靭さの養成｡」を強く望むところです。

今年度も専攻科２年生は 「学位授与申請」のため、学位授与機構に「研究レポート」の提出

を終え、「小論文試験」 に向けた準備の段階ですが、F全員学士合格の伝統」を死守してもらい

たいと念じております。

4＼|

夏 季 合 宿 に つ い て の 再 検 討

学生主事 西　 山　 公　 紀

全国高専体育大会において、直前の合宿中止にもかかわらず、卓球女

子ダブルスや水泳男子自由形400mで優勝者が出たことは大きな歓びです。

現在、学生委員会は夏季合宿について再検討を行っています。合宿セ

ンターの収容人数（ベッド数:38 ）に対し、卒業研究、ミニ研究、集中

講座等の教務関連の学校行事のため、合宿を希望する寮生が年々増加し、合宿センターを利用

した従来の方法は限界にきています。また、全員がセンターの一室に居住する方式は、感染症

予防対策が難しいことも検討理由の１つとして挙げられます。

次に 生活指導に関して、学生委員会が特に問題視しているのは学校施設の破損です。残念

ながら、教室や廊下の壁の破壊やカップ麺の残り汁を給水器やトイレの洗面台や便器に流して

詰まらせる身勝手な行為が見られます。社会の規則を守る心、他人への思い遣りの心、自律心

の育成は本校の教育理念ですが、保護者の皆様のご協力のもとに学生にとって快適な学習環境

を構築したいと願っております。

,IIIJ
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若 葉 寮 の 改 修 工 事 に つ い て

寮務主事 高　 野　 克　 宏

昨年度に引き続き、寮務主事を務めております高野です。どうぞよろ

しくお願いいたします。

去る８月末、高専機構本部から「留学生受け入れ数増大のための寄宿

舎リニューアル事業」の募集があり、若葉寮の改修計画案を作成して予

算要求を行いました。審査の結果、このプランが認められ、改修工事が

実現する運びとなりました。

若葉寮内の一部を男子留学生用の区画として整備することによって、空室となっていた居室

の有効活用を図ります。加えて、女子留学生用の居室および女子寮生用トイレ 一洗面所等の改

修を行って、生活環境の改善を目指します。これによって男子寮の定員にも余裕を生み出すこ

ととなり、継続して入寮を希望する男子上級生をこれまで以上に受け入れることが可能となる

でしょう。留学生や女子寮生ばかりではなく、男子寮生にとっても大きなメリットのある改修

となる予定です。

昨年度のアスベスト除去工事に続いて、今年度も若葉寮を対象に大掛かりな工事が実施され

ることとなりました。寮生と保護者の皆さんには多大なご迷惑をおかけしますが、ご理解とご

協力をお願い申し上げます。

５
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一般教科の近況
一般教科長 鈴　 木　 三　 男

一般教科は主に１・２年の低学年の学級担任を担当し、専門教育のための基礎

教育を行っています。最近特に感じるのは、自らの基礎学力が不足しているにも

関わらず、その自覚が薄く、他力本願な学生が増えてきたことです。また家庭で

の自学自習が不足し、試験直前の試験対策だけの学習で、自己満足している点て

す。一口に「ゆとり教育」の弊害と言ってしまえば、それまでなのかもしれませんが、卒業後の社会は

それほど甘いものではないので、社会で活躍するためにも学生各自の努力は不可欠です。

一般教科の先生方は、少しでも学生の実力を伸ばそうと、授業の工夫とともに理解しやすい教材作成

など日々努力しています。また、学生に自力で解決する能力を身につけさせるため､ 課題、ドリル演習や

レポートを課し、分からない学生には放課後も熱心に指導しています。その一面は２年生の「ミニ研」

でも見られ､ 夏休み中も親身に指導されている多くの先生の姿が見受けられました。

６

物質工学科の近況
物廣工学科長 青　 柳　 克　 弘

今年度の物質工学科のスタッフは。常勤の教員では、長年に渡り化学工学系の

科目をご担当になり、本校、本学科の教育・研究にご尽力いただいた大渾英一先

生かご退職になり、㈱クレハ技術 一研究本部特認シニアリサーチフェローの熊沢

智先生（有機工業化学）をカリキュラム変更の関係で、２年ぶりに非常勤講師に

お迎えしております。

昨年度から全面改修した新しい物質工学科棟で、学生実験、卒業研究等が行われております。平成22

年１月23Fﾖには、本校主催で、いわき市文化センターを会場に「高専シンポジウムinいわき」が開催さ

れます。全国の高専の学生や教員が一堂に会して研究成果を発表することにより、交流を深めるもので、

発表に向けて物質工学科、物質 一環境システムエ学専攻の学生や教員も頑張っております。５年生の進

路希望は、就職と進学がほぼ半々で、進学は例年通り順調に決定していますが、就職は不況の煽りで厳

しい状況です。それでも、他の大学等に比べたら善戦しており、今年度中には、全員の進路を決定した

いと思っております。

1 。

機械工学科の近況
機 械 工 学 科 長 渡　 辺　 敏　 夫

昨年 度末， 天野 耀鴻先生が急 に日本大学工 学部に異動さ れるこ とになり退 職されました。 そ

の後任 に中国，湖 南省出身の鄭耀 陽先生が 福島 大学よ り 赴任 されました。 先 生の専門 はロ ボッ

トエ学で，今後機械工学科の 教育，研究 に貢献頂けるものと期待しています。

今年 の機械工学科 の進路 状況は， ５年生34名 の内|咤 が就 職，16 名が 編入希 望です，就 職先

は順調 に内定を受 け,また,編入先も順調 に決定して 現在そ れぞれの進路先で各1 名が 未定で す。

機械工 学科で はモ ノづくり 教育を 重要視して，学 生たちには 自分で考えて 考え たモノを具体的な 製品にする力 がつく よ

うに， 教育プロ グラムを考えて います。 このような とき に今年，文科省 に申請して いました 「大 学教育・学生支援推 進事

業，大学教育推進プログラ ム『異学年協 働によるループ 型al』造性実践教育』」が採択されて，今年度から事業が 開始さ れる

こと になりまし た， すで に採択さ れて います 「企業技術者 等活用プログラ ム」と 併せて，非常 に心強い支援で，さら にモ

ノづく り教育の充実を図ることがで きるものと期待しています。

機械工学では 多方面 にわたる技術 が要求されますが，基 礎となるモノづくり技術 を基本 にして， 役に立つ人材を育て る

ことができ るように， 教職員一丸となって 進めていき たいと思います。

｡11j

電気工学科の近況
電気工学科長 大　 槻　 正　 伸

今年度電気工学科棟は耐震補強を中心とした改修工事を行っております。先生

方の研究室は一時的に学校内にぱらばらに配置されており、また学生実験室も臨

時で図書館棟内になるなど、学生も教職員もやや不自由な環境で業務をこなして

おります。また老朽化した高電圧実験装置、各種電動機等を新しくする予算もつ

きましたので、今後は学生諸君はよりよい環境で実験、実習に取り組めるものと

思っております。改修工事そのものは今年いっぱいで終了の予定ですが、実際には引越しや機器の調整

などもあり、新しい環境での本格的な活動は新年度からとなりそうです。

さて、このような環境での生活ではありますが、担任の先生方のご指導のもと、５年生の進路もほぼ

決定し、４年生の校外実習も無事に終了するなどの成果をあげております。後期は学年学科行事で４年

生の工場見学をはじめ各学年で例年通り実施する他、磐陽祭（高専祭）など重要な行事がひかえでおり

ますので、ひとつひとつ着実に実施して成果をあげていきたいと考えております。

1 ，

建 設 環 境 工 学 科 の 近 況

建設環境工学科長 山 ノ 内　 正　 司

学科の近況を報告いたしますと、著しく成績を向上させた学生の努力を讃える

「建設環境工学科賞」は、旧２年生１名、旧３年生２名に授賞しました。

次に、５年生40名の進路状況ですが、就職希望者22名の内15名が内定していま

す。残り７名は公務員試験の結果待ちです。一方進学希望者18名全員が合格して

おり、大学編入学13名、本校専攻科５名となっています。

本年度は第２期の中期計画を策定する年に当たります。学科としてまず最優先に掲げた目標は、いか

にして学生の基礎学力を向上させるか、ということでした。掲げた20数項目の中心は、（1）これまで以

上に教員全員が授業評価と学科ＦＤ会議を通して授業改善に努めることはもちろんのこと、（2）新たに

補講プログラムを作成し勉学支援の充実を図り、剛 他高専の土木系学科と専門科目の共通試験の実施

を目指す。ことです。（3）については、平成23年度の実施に向けて他高専と連携を図りながら進めてい

きます。

コ ？
一 ユ ニ ケ ー シ ョ ン 情 報 学 科 の 近 況

ヨミュニケーション情報学科長 森　 川 治

平成21年３月に高橋雅也先生が転出されました。後任として４月に田渕義英先

生を現代ＧＰプロジェクト担当教員としてお迎えしました。最終年度を迎えたプ

ロジェクトでのご活躍が期待されます。

４年生の大多数の学生が実務研修を夏期休業中に行いました。この経験が来年

度に大いに役立つものと期待しております。

５年生38名の進路希望は以下の通りです。（９月30日現在）

田 民間企業　７名　 （2） 公 務 員　３名　 （3） 進　 学　28名

今年は進学希望者が圧倒的に多いのが特徴です。

今年の就職戦線は厳しく、最初民間企業を希望していた学生のうち進学に変更した学生が数名おりま

した。６名が内定を頂いている状況です。公務員希望者は受験が終了し、結果待ちの状況です。一方、

進学希望者のうち12名は国立大学（専攻科９名を含む）に合格しています。大学編入学試験の本番を間

近に迎え、学生達の希望がかなえられるように教員一同一生懸命指導に当たっている所です。

７



各科の状奪 晴雄聯
機 械 ・ 電 気 シ ス テ ム エ 学 専 攻 の 近 況

機械･電気システムエ学専攻長 渡　辺　敏　夫

今年度は１年生11名の学生か入学し，２年生８名と併せて本専攻では19名の学

生が勉学に励んでいます。専攻科の運営も軌道に乗り，学生諸君たちはそれぞれ

のテーマの研究を中心に，予定されたプログラムをこなしながら，充実した日々

を送っています。今年の２年生の進路も|li調に決定しています。２年生８名の進

路は，６名が就職（ＮＴＴ－ＭＥ，三菱重工，東京電力（３名），日立化成）１

名が自営，１名が進学（筑波大学）で全員が内定しています。

１年生はインターンシップを８月～９月のうちの１ヶ月間実施しました。今年は一部の学生が原子力

関係のテーマで京都大学と東京電力で実施することができました。この他にも，地元の企業を中心に，

いろいろな企業でインターンシップをさせて頂きました。学生に聞くと非常に有益になったとの返事が

返ってきました。これらの経験は今後の学業や進路を考える上に参考になったことと思います。

専攻科は人数が少なく，学生にとって自分の居場所を確認でき，それが更に意識を高めて励みに通じ

ていると思われます。専攻科が更に充実するように教職員一同努力していきたいと思います。

4 加勢＝り 參ｙ私帰 鸚

夏季インタ ーンシップ に参加して

機械工学科４年 青　木　理　英

今 回 、

た の で 、

私は金 型と いう もの に非 常 に興味を 持 つて い

金 属彫刻 による 技術で金型を はじめ、ダイ カッ

私 のインタ ーンシ ップ

機械工学科４年 荒　木　大　輔

今回、私がインターンシップを行わせていただいた

会社では、主に携帯電話などのスイッチなどにめっき

加工を施していました。

工場では、めっき加工をする機械が並ぶラインを管

理する生産課、めっき加工した製品の検査をする品質

保証課、めっき加工に必要な部品や溶液を作り、検証

する技術課の３課所がありました。

生産課では、めっき加工を施した製品を巻き取る作

業を行いました。巻き取り作業では、めっきが終わっ

た端に貼るフィラメントテープというものをお客様に

取りやすいように 先を折って貼るといった対応が印

ｑ

Ｓ
'

‘
‐
Ｓ

＿

ｊ

象 に残り まし た。

品 質保 証課で は、 製

品の検査を行い まし た。

検査 には いく つ かの項

目があ り、 数 値を 見て

確認 する もの もあ りま

す が、 目で 見て 確認 す

る 官能 検 査が 重要で あ

卜な どの モ ノ創りを 行 って いる 江東 彫刻 と、 金型を 用

いてプ ラ スチ ッ クの射 出成 形を 行って いる 村松 製作 所

にイ ンタ ーン シップ を受 け 入れて 頂き ま した。

江 東彫 刻で は、 ＮＣ加 工 や形 彫放電 、 ワイ ヤー 放電

加 工 の見 学や、 みが き、 金 型の 組立、 製 品計 測、 手仕

上 げ の見 学実 習、 村 松製 作 所で は、 製 品 の品質 検 査の

見 学 実習を さ せて頂 き まし た。

機械 につ いて の説 明を して 頂く だけで は なく 、 実際

に体 験さ せて頂 いた り、 ま た、 社会人 とし て の礼 儀も

教えて 頂い たり しま し た。

特 に 機械を 使う とい うこ と につ い て、 ケガ をし な

いよ う に、 安全 にとい うこ とを 強く 教えて頂き まし た。

今回 の江 東 彫刻と 村松 製作 所 へのイ ンタ ー ンシッ プ

によ っ て、 機械 に対 する 知識 だけで はな く、 仕 事と し

て モ ノ創り を行 うと いうこ と の考え 方、 社 会人 とし て

の 姿勢 や礼 儀、そ して 金 型 に対する 興 味を 更 に持つ こ

と かでき ま した。

こ れ らは 本当 に 私 にとっ てかけ がえ のな い 財産 と

なり ま した。

将 来、 進路 選択 を行 う 際の 重要な 一つ とし て、 考 え

てい き たい と思っ てい ま す。

るこ とを 教え て

いただきました。

技 術課 では、

工場 で出 る 廃液

をど のよ う に処

理し てい るか、

工 場で 使 用する

部品 作り の手 伝

い、溶 液 の作成

4f 不;1ぷ=

と 検証 の 手伝いを 行 い まし た。

ど の課 にも共 通す るこ と があ り まし た。 そ れは挨 拶

と 期 限を守る こ とで した。 会 社で は挨 拶が 出来 な いと

仕事 を任せ ても らえない、 辞 めさせ られる場 合もある。

期 限を 守らな くて も 同 様で す。 ５ 日 間実習 を行 い、挨

拶 と期 限を 守るこ と が 社会 に出て 大事 だと いう こ とを

学 びま した。 ま た５ Ｓと いって 整 理整 頓を 徹底 するこ

と によ り、 仕 事効 率を 上 げる 目的 の会 社全 体の 試み が

あ りま した。 確 か に、 勉 強を行 う 際で も、 整理 整頓し

て いた 方がは か どり ます。 上記 で 示し たも のは 学 校で

注 意さ れるこ とで ある が、 社会 で は当 たり 前 に出来な

け ればな らな いも のな の だと学 び まし た。

イ ン ターン シッ プで は、 貴重 な 経験を さ せて もらえ

たり 、 気付か さ れる事 が 多々あ り まし た。

’
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物 質 ・ 環 境 シ ス テ ム エ 学 専 攻 の 近 況

物質・環境システムエ学専攻長 山 ノ 内　 正　 司

最初に専攻科生の進路状況について申し上げますと、就職希望の７名の内６名

は希望する会社から内定を頂いており、進学希望の２名は東京工業大学大学院に

合格しています。専攻科から大学院へ流れが徐々に太くなり。より高度な研究を

目指す専攻科生か続いてくれることを期待しています。

専攻長として２年目を迎え、最も強く感じていることは、大学の３・４年生に

相当する専攻科生か、専攻科教育プログラムの中で本当に良く頑張っていることです。

―つには、本専攻２年生の石沢貴教君が、平成20年度の土木学会東北支部技術研究発表会において、

研究奨励賞を受賞しました。その多くが大学院生である内で、唯一専攻科生で受賞したことは、特別研

究の質の高さを示すと言っても過言ではありません。

また、１年生のインターンシップでは、３～４週間の中で大きなテーマに取組んできた学生も多く、

その専門性は高く評価されています。

ビ ジ ネ ス コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 学 専 攻 の 近 況

ビジネスコミュニケーション学専攻長 脇　 田　 淳　 －

１年生は４名が入学し、オーストラリアに留学していた１名が加わり、計５名

でスタートしました。研究室も決まり２年間の研究活動を開始しています。夏期

休暇中に長期インターンシップがありましたが、インフルエンザが心配されたも

のの何事もなく無事終了し、新鮮な刺激を受けて戻ってきました。10月２日にイ

ンターンシップ報告会が行われ、活発な質疑応答が交わされました。また、特別

研究の第１回中間発表会が10月14剛こ行われました。
２年生２名は、９月24日に特別研究の第３回中間発表会を行いました。研究内容の充実とともに プ

レゼンテーション技術も向上し、質の高い研究発表でした。また、学位授与機構への学修レポート提出

も終了しました。進路は両名とも就職希望で、１名は企業が内定し、もう１名は就職活動中で、近々進

路が決定するものと考えています。
今後も専攻科の教育・研究にご理解と御支援をいただけますよう宜しくお願いいたします。

８ １
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ＮＴＴ東日本でのインターンシップ

電気工学科４年 鈴　木　将　敬

この夏、私はＮＴＴ東日本でのインターンシップに

参加しました。ＮＴＴ東日本でのインターンシップに

は、７人もの学生が参加を希望したにもかかわらず、

全員か受け入れてもらえました。

インターンシップでは、座学よりも見学や実習をす

る時間のほうが長くとられました。また、実際の仕事

を体験するのではなく、設備と業務の見学を多く行い

ました。見学では、普段見ることのできない設備をた

くさん見ることができました。電話の交換機、光ファ

イバーケーブル、とう

道 と いう通 信 ケーブ ル

用の 地下 トン ネルな ど

で す。 ま た、 実際 に電

柱 間に光ファイバーケー

ブ ル を架け る ところ や

電線 修理を 見学 し まし

た。 実習で は、 光 ファ

イバ ーケ ーブ ルの接 続

とル ータ の設 定を 体験

インタ ーン シップ 報告

電気工学科４年 渡　辺

私は８月31日から

２週間、楢葉町の東

京電力 福島第二原

子力発電所で．イン

ターンシップをさせ

ていただきました．

１週目は．福島第

二原子力発電所に入

卓

湧

所し た人が必ず受け る。 原子力発 電の概要や 社内 のルー

ルな どを 学 ぶ入 所 時教育を 受 けた り、 モ ータ ーポ ンプ

の 分解 ・組 立、 放射 線の 測定 等 の技能訓 練を 体験し た

り しま した。 ２週 目は、 福島 第一 ・ 第二原 子力 発電 所

や広 野 火力 発電 所。エ ネ ルギ ー 館の施 設を 見学 させ て

い ただき ま した。 また、 当直 研 修で原 子炉 建 屋・タ ー

ビ ン建 屋の 見学 をし たり、 私と同 年代で 働 いて いる 方

と敷 地 内を パト ロ ールし たり しま し た。

イ ン ター ンシ ップ の前 は、 原子 力発 電所で は 放射 性

物質 を扱 う ので、 大き な 危 険を 伴 う仕 事であ る と か、

社 員の 人は 椅子 に 座りな がら やる 仕事 が多く 、 体を あ

しました。光ファイバーケーブルの被覆の中には､非

常に細いガラスの線が通っており､それを３つの方法

で接続しました。この事はインターンシップでの経験

の中でも。特に強く印象に残っている体験です。

ＮＴＴ東日本でのインターンシップは、退屈するこ

との無い、非常におもしろいものでした。また、ＮＴ

Ｔ東日本の皆さんは僕たち学生に非常に親切にしてく

ださり。とても良い環境で学ぶことができました。

ＮＴＴ東日本でのインターンシップで私は、学校で

は学ばないであろう知識を学び、学校では出来ないで

あろう体験をすることができました。インターンシッ

プで得た経験は、これからの学校生活で活かしていき

たいと思っています。

まり動 か さず に仕事 を して いる とい うよ うな イ メージ

があり ま した。 し かし、 実 際の 現場 に 触れて みて、 放

射 性物 質 は深 層防護 の考 え 方 によ っ て、 とて も 厳重 に

管 理さ れて いて、 ほ とん ど 人体 に影 響がな いこ と がわ

かり まし た。 また、 原子 力 発電所 で 傲いて いる 人 達は

気 温30 ℃以 上 の建物 の 中で ２時 間以 上作 業し たり、 シ

フ ト によ って は一 晩中原 子 炉を操 作 した りする な ど。

体力的 な仕 事 も多い こ とが わか りま した。

今 回の イン ター ンシッ プを 通 して、 今 まで 漠然 とし

て い た原子 力 発電 に関す る知 識を 深 めるこ と ができ ま

し た。 また、 仕事を する 上で、人と のコミ ュニ ケーショ

ンが大 切で あ り、 そ の コミ ュ ニ ケー ショ ンの始 ま りが

「あ い さ つ」 で ある こ と を 学び まし た。 こ のイ ン タ ー

ン シッ プで 得 た経験 を、 今後 の 高専で の 勉強 や 自分の

進路 に生 かして いき たい と 思い ます。

‾1

2009 夏

物質工学科４年 瓜　田　裕　之

私は、今夏インターンシップで埼玉県熊谷市にある

株式会社クレオという洗浄機メーカーに行って来まし

た。はじめは知らない土地に一人で出向き、まったく

知らない人たちと一緒に２週間生活することに不安な

気持ちでいっぱいでしたが、社員の皆さんも実習生も

とても親切な人ばかりで、すぐにその不安な気持ちは

なくなりました。

日程は、１週目は物質系の実習、２週目は機械系の

実習と分けられていました。

１週目の実習では、会社が実際に市販している洗浄

機を使用して、洗浄に使用した洗剤がどのくらいすす

げ て いるの かを す

すぎ 温度や すす ぎ

時 間な どを 変え な

がら実験しました。

普 段は一 緒 に行 う

こ とのな い 機械 科

や 電気科 の 学生 と

協力 しな が ら、 充

みえ てき た課題

物質工学科４年 鈴　木 悠

今年 の夏、 私は錦 町 にあ る クレ ハ分 析セ ンタ ー ヘイ

ン ターン シップ に伺い ました。 クレハ 分析セ ンタ ーは、

水 質や 食品 に含 まれる 農薬 、 製品 に悪影 響 か出 る物 質

が含 まれていな い かなどを 調べる 分 析専門の会 社で す。

私か 配属 された のは 技術 試 験室 と無 機試 験室で 、 水

道水 に中性洗 剤が含 まれて いないかを 測定したり、 様々

な 機器を 使用 して 金 属分 析を行 っ たりし まし た。 得 ら

れた 結果 は良好 で した が、 イン タ ーンシ ップ を行 っ た

こ とで み えてき た課 題 もあ りま す。

今まではただ

ノートを取って

机に向かい、テ

ストに向け勉強

をするだけでし

たが、これから

はそれを仕事に

生かしていかな

ければなりませ

ん。実際に今回

I
Ｍ

聊 吻

新
亜ﾘ
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実し た 実験を 行 うこ とが 出来 まし た。

２週 目の 実習で は、 会 社の夏 祭 りで 使用 する コンロ

作り と 自主制 作を 行 いまし た。 機械 系 の作業 をす る の

はは じめ てだ っ たので 戸惑 い まし たが、 実習 生 の仲 間

たち と協 力し なが ら作 業を 行い、 ものづく り の楽 しさ

を 改 めて 実感 する こ とができ 、 自分 自 身 にと って 非常

に良 い経 験とな り まし た。

今回イ ンタ ーンシ ップ に参加して､ 高専で 学んで いる

技 術が 現場 で どのよ う に役 立つ のか 実際 に経 験する こ

と がで き たこ と、 イン ター ンシ ップ に 参加 して いな け

れ ば絶 対 に出会 うこ と のな かっ た最 高の仲 間 だち と出

会 えた こと か 私 自身 にと って かけ がえ のな い財 産 とな

り まし た｡ ２週 間とい う わず かな 期 間で し たが､ 一生 の

思 い出 とな る充 実し た日 々で した。 イ ンタ ーン シッ プ

に参加し た2009 夏 は私 にとって 最高 の夏 にな りまし た。

の実 習で も、 教

科 書で 勉強し た

だけ の 機器を 操

作す る事 が 何度

もあ りま した 。

その 度 に使 い方

や 得 られ た結 果

の 処理に戸惑い、

勉強を 全 て生 か

しき れない ま ま終わ って し まう という 事実 に行 き 当た

り まし た。 職場 の人 たち が 慣れ た手つき で テ キパ キと

測 定を して いる 脇で、 何 もで きな いで いる 自分 に気 恥

ず かし さを 覚え まし た。

私 には回 転の速 い 思考 も、 徹夜を して 勉 強する 体 力

もあ り ま廿 ん。 で すが 、今 自分 にで きる 精一 杯 の努 力

を し 、よ り 多く の 知識 を 吸収 してそ れを し っか りと 生

かせ るよ うなエ ン ジニ ア になり たい、 と 今 回の 実習を

通して 強く 思 うよう になり まし た。（休憩を 取り つつ､）

努力を 積 み重 ね。 精進 した いと 思い ます。

最 後 にな り まし たが。 経 験不 足な 私を 温かく 迎 え 入

れて 下さ った クレ ハ分 析セ ンタ ーの 皆さ ん に感謝 いた

し ま す。 あ りが とう ござ い ました。
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軸 弩 儲４ 輯告
～気づき～

建設環境工学科４年 荒 玉 菜 奈

正直。ここには書ききれません。それぐらい濃い二

週間でした。

私は今回、東京にある三菱地所藤和コミュニティと

いう会社に行ってきました。業務内容としては、主に

マンションの管理です。現場では建物診断や日常点検

を行い、社内では工事のための見積り作成や診断報告

書の作成などを行いました。誰一人、嫌々仕事をして

いる人はいなく、和気漓々としていてすごくいい雰囲

気の職場でした。

ア ク ア ラ イ ン に 行 っ て

建設環境工学科４年 渡　 遁　 和　 英

今回のインターンシップで私は、千葉県の木更津市

にある、東京湾アクアラインに行って参りました。ま

ず、私か最も苦労したのか宿泊先の手配と交通手段の

確保です。

宿泊先のホテルは金銭面や、宿泊期間・時間帯も考

え、ビジネスホテルか妥当であると考え、袖ヶ浦駅に

近いホテルだということで、ゆたか旅館というホテル

を手配しました。交通手段が厄介で、干葉までいわき

からの高速バスかないわけですから、東京までバスで

行き、その後は東京駅から電車で袖ヶ浦駅まで行くこ

とにしました。一人での移動は正直、時間が長く感じ

たのですが一人旅もなんだかんだ悪くはなく、東京駅

ではどのように電車に乗るのかと何回も訪ねました。

なんとかして袖ヶ浦駅に着くと、ゆたか旅館は駅周辺

にいくつかあることを現地で知り、しかも手配したホ

テルはいくつかあるゆたか旅館のなかでも駅から最も

遠く、大量の荷物を持っている初日の徒歩での移動は

困難を極めました。移動 一宿泊先の手配などでは、自

分の計画性のなさを改めて見直すきっかけになるいい

「意味 のな い 仕事 はな い」 こ れは担 当し てく だ さっ

た １人の 社員の 方が 私におっ しゃってく れ た言葉で す。

ど んな 雑務で もそ の 仕事 には 意 味があ る。 誰 かの ため

にな っ ている 。こ の 言葉 を 間いて。 私は 自然 と頑 張ろ

う とい う気持 ち にな りま した。

タイ トルで ある ～ 気づき ～ とは、 こ の会 社 が決 めた

今 年の イ ンター ンシ ップ のテ ーマで す。 二 週 間の イン

タ ーン シップ を終 え た今、 こ のテ ーマ の通 り 私は たく

さ んの ことを 感 じ。 たく さん のこ と に気づく こ と がで

き まし た。

初 めて の一 人 旅。 最初 は不 安で仕 方な かった 。 しか

し、 職 場のア ット ホ ームな 雰 囲気、 そ して な によ り同

じ 高専 生とい う仲 間 のお かげで こ の二 週 間、 と て も充

実 した 時 間を 送る こ とがで き まし た。

今回 のイ ンタ ーン シッ プで 学ん だこ とは、 数 え切 れ

ませ ん。 働い ている 方 の生 の声を 聞くこ とがで き たし、

いろ んな 地方 の 高専 生 にも出 会うこ と ができ ま し た。

こ のイ ンタ ーンシ ップ で 過ご した 時間、 そ して 出会 っ

た 人た ち、 そ れは 一 生忘 れるこ と がな いで しょ う。こ

んな に 素敵な 経 験をさ せて い ただい たこ と にと ても 感

謝し て います。 こ れ から 就職 活動を 行 う上で こ のイ ン

タ ーンシ ップで 学 んだ こ とを 生かし て 頑張 りた いと 思

い ます。

体 験で し た。

本題のインターンシッ

プの 内容 は、 職場 体 験

をメ イン に とい う形で

はなく 、 現場 見 学や道

路舗装・トンネルエ事・

ＥＴ Ｃな ど の講 習中心

で 自分の 知識 に は成り

得ましたが、少し物足りなさはありました。しかし、

アクアラインを実際に見学し、立ち入り禁止場所や橋

の橋脚内部に入れたこと、風の塔と呼ばれるトンネル

の通気口にあたる、高さ

90m にも及ぶ塔に登れた

ことはここに就職しない

限りは二度とない、貴重

な体験でした。事務所の

方たちもとても優しく、

丁寧に私の質問に答えて

もらえたので、感謝の気

持ちでいっぱいです。建

設の後輩のみなさんには

ぜひ、この職場を選択し

ていただきたいです。

゛1

イ ン タ ー ン シ ッ プ 報 告

コミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 情 報 学 科 ４ 年

鈴　 木　 基　 代

私は 、 ８ 月la 日 か ら23 日 まで 新宿 に滞 在し 、 Ａ ｓ

Ｅ Ｅ Ｄ ＪＡ Ｐ ＡＮ （以 下、 Ａ ｓＪ ） とい う 国 際青 年

環境 Ｎ Ｇｏ の事務 局で 、 イン タ ーンシ ップを 行 い まし

た。

Ａｓ Ｊは、「一 人が 動く。 社会 が変わ る｡」 と いう 理

念を 掲げ 、 活動し てい る ＮＧｏ （非政府 組 織）で す。

プロ ジ ェク トの一 環 として 、 夏の 音楽フ ェ スで、 来 場

者 にご み分 別の提 言活 動を 行 って いる ので、 ご 存知 の

方 もい らっ し やる ので はな いで し ょう か ？

イ ンタ ーンシップ では、 主 に事 務作 業を 行い まし た。

終わ り の方で は、 オ リエ ンテ ーシ ョンを 開 催する 側 に

､

－ λ が|‘4 μ ，

石和 如ﾀﾞ

夕S,I
か･

゛j･|.･i'･'･:β･IJ･

ぷ 姐I 削

･
妬 衰

以 ″j

回ったり。夜10時

過ぎまでのディス

カッションに参加

したり、理事会に

出席させて頂いた

りしました。話し

合いは白熱してい

て、言葉が持つ情

テ レ ビ 局 で の イ ン タ ーン シ ッ プ

コミュニケーション情報学科４年
山　 内　　　 恵

私は８ 月24 日か ら28 日まで の ５ 日間、 福島 市 にある

株式 会社テ レビ ユ ー福 島の制 作 報道 局報 道部 にて イ ン

タ ーンシ ップを 行い ま した。 制 作報道 局報 道 部は 主 に

お 昼と 夕方のニ ュ ース番組を 制作し ている 部門で あり、

毎 日 起こる 事件 事故 、 イベ ント 等を取 材 しニ ュ ースと

し て 伝える 部門で す。 私は 今回、 取 材同行 や 原稿 作成

体験、 ス タジ オ見学 な ど様 々な 体験を さ せて いた だき

まし た。

取 材同 行で は、 県 内各 地 に取 材 に行く 記 者 の方 やア

ナウ ンサ ーの方、 カ メラ マ ンの 方 に同 行さ せて も らい

ました。実際に取材する

現場を見学しながらカメ

ラマンの方の手伝いなど

も行いました。そして、

取材したニュースは番組

で流すために編集されま

す。取材を行った記者の

方やアナウンサーの方と

カメラマンの方が原稿に

ｂ 馳

鮑･S

勉 浄]

｡--s' 7 
¶'̈ ?as･'い 口,"'"' ¶"'|,'rsw｡r 八---‾-s--戸skり'‾'‾r'ﾑ‾･御,

熱 を感 じ まし た。

時間 を忘 れる ほど

楽 し かっ たで す ！

Ａ ＳＪ は、 同年

代 の方 が 多い 現場

だ った ので 、話 が

弾 み、 休 みの 日 に

は観光に連 れていっ

て いた だ いた り、

３年後 はあ んな 風 にな り たい ！ と尊敬 した りと、 たく

さ んの 人 との 出会い があ り まし た。

そ の半 面、 同年 代の 方がし っかり とした 意見を持 ち、

組 織を 動 かして いる こと と、 各プロ ジ ェ クトの 成果 と

個 人の ス キル の高さ に圧 倒さ れ ました。 自分 に足り な

い ものを 身を もって 感じ、 とて も悔し かっ たで す。 こ

れ から は、 一層 勉学 に励 むと 同 時に 自分 の興 味 のあ

る 分野を 追求し、 いつ か、 対等な 関 係になり たいで す。

最後 にな り ますが、 Ａ ＳＪで のイン タ ーンシ ップ を

実 現でき 、 本 当に幸 せで した ！ ＡＳ 」事務 局・ ボラ ン

テ ィアの 皆さん、 松江 先生、あ りがと うござ いまし た。

尚。 今回 はイ ンタ ーン シッ プの感 想 とい うこ とで 執

筆 致し まし た ので ． Ａ ＳＪ について の詳 細 は、 ｗ ｅｂ

で どうぞ ！　http:// ｗｗｗ.aseed.0rg/

合わ せて 映 像を 編集し 、 字蓼や 音楽 など をつ け ます。

原 稿作 成 体験で は、 実 際 に取 材 に|司行 させ て もら っ

たニ ニ１－ ス の原稿 を記 者 にな ったつ もりで 書 かせ て い

ただ き まし た。 そ して 実 際 に書 いた 原稿 を記 者 の方 に

見て も らい、 多く の指 鏑 やア ドバイ スを いた だき まし

た。 数字 を 入れた り言 葉を 言 い換え たり する こ とで よ

り 分 かり や すく な るこ とや、 段 落な どに 気を つけ ア ナ

ウン サ ーの方 が読 みや すく す ること も大 切だ と 教えて

いた だき まし た。

こ れら の 体験の 他 に報 道 部 内の方 々に 多く の質 問 を

させ て いただき 。そ の 都度 とて も貴 重な 答え を いただ

き ま した。

今 回のインタ ーン シップ はテレ ビ|こ対 する考 えが181

度変 わる 体 験とな りま した。 こ の体 験を 生かし 、 今後

の高専 生丿舌や 進路 に生かして いき たいと考 えて います。

お 忙 し い中 私のた め に時 間を 割い て いた だ いた制 作報

道 局報 道 部の 皆様 には心 か ら感謝 して い ます。
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京 都 大 学 と 東 京 電 力 で の

イ ン タ ー ン シ ッ プ

機械･ 電気システムエ学専攻1 年

折　 原

とても勉強になりました。大学院生と接する機会も多

く、学校生活や私生活、就職活動の現状を聞くことも

陸
私 は ［原子 力人 材育 成プ ログ ラ ム］ の一環 とし て、

京 都 大学エ ネ ル ギー理 工学 研究 所 と東京 電力 の 福島第

二 原子 力発電 所 にイ ンタ ーンシップ に行 ってき ました。

原 子力 人 材育 成プ ロ グラ ム とは、 近 年 の原子 力分 野 に

お け …詳 しく は文 部科 学省 のＨ Ｐを ご 覧下さ い。

京 都大 学は。 新 しい 原子 力発 電 〔核 融合発 電〕 の 実

現 のための研 究を 行ってい ます。今回のイ ンターンシッ

プで は、そ の 研究 の 実験の 一部を 体 験さ せて いた だき

ました。 ま た。
･■　　　　　㎜
j　y? 大学教授の講義

も受けてきまし

た。福島高専で

は行うことので

きない実験や観

察、受けること

のできない専門

的な講義を受け

ることができ、

長 期 イ ン タ ー ン シ ッ プ を 終 え て

物質・環境システムエ学専攻１年

渡　 部　 雄　 大

今回私のインターンシップを受け入れてくださった

会社「東京建設コンサルタント」は河川計画、河川構

造物など河川系の業務か武器の建設コンサルタントで

あり、技術士の人数は社員458人のうち168人とたいへ

ん多く、IS09001、IS014001などの認証も受けている

会社です。私は、自分の研究分野に近い環境防災研究

所という部署に配属させていただきました。そこは防

災・減災のための河川計画 一河川管理などの手引を作

成する業務を行っているところです。

今回のインターンシップにおいての目的は、４週間

という長い実習を通して、学校で学んできたことや習

得 しか 技術 な どが、

実 際の 会 社の業 務 に

ど のよ う に活 かさ れ

るの かを知る ことや、

学 校の 勉強 だけ で は

学 ぶこ とか でき な い

業 務の 中 身を 生で 感

じ るこ と によ って 実

でき ま した。 大

学 院生 の研 究 に

対 する姿 勢 はと

て も素 晴ら しい

も ので、 かな り

刺 激を 受け まし

た。

東京電力では、

発電 所 内の 見学

や 入所 時研 修、

発電 設 備の 概要

や各 部 署の 業務

内容 の説 明を 受 けまし た。 一般 の 見学 者で は入 れな い

深層 部 まで 見学 するこ と ができ ま した。 また、 各部 署

の現 場で 働 いて いる方 々 から 業務 内容 やそ の仕 事 のや

りが い、 辛 かっ た事を 聞く こ とがで き、「仕 事を する 」

こと が 少し 分か ったよ うな 気 がし ます。

こ のイ ン ター ンシッ プを 通 して、 原 子力 発電 につ い

て多く のこ とを 学び まし たO 大学 院と 一般 企業 の両 方

を 見 学し 、 両方 に魅力 を感 じ まし た。

進 路 に悩 む今 日この 頃で す。

！
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―
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践的な考え方を 身 につけるこ とであり。現 地調査 に行 っ

て 、 調査 の 際の留 意点な ど の説 明を 受け たり、 さまざ

まな 業務を 行 って いく 中、 新 鮮な 体験 がで き たこ とで

そ の 目的を 達 成さ せるこ と ができ まし た。

ま た、 休憩 中や 業務 時 間外の 場で いろ いろ と質 問を

させて い ただ き、そ こで 、 １つ 印象 に残 るこ と があ り

まし た。 そ れは、あ る １つ 単純 な質 問 に対し て も、 自

分の考え はどういう背景があ るためこう 考える、とい っ

たよ う に多く の答え を 返し てく れる ので す。 １つ の受

け答 え に対し ても。 社 会人 とし て の 「責 任」 を感 じる

こ と ができ ま した。

こ れか ら社 会 に出る 身と して、 イ ン ターン シッ プで

体験 した こと、 ま た感 じた 事を 大き な 糧 にし てい き た

いで す。

イ ン タ ー ン シ ッ プ 報 告

ビジネス=1ミュ二ヶ－セ ンぞ専攻1 年

ユ　 浦 輔
私は、８月24日から９月11日までの３週間の間、い

わき市役所小名浜支所市民課にてインターンシップを

行いました。

いわき市役所小名浜支所はいわき市の業務のうち、

小名浜地区、江名地区、鹿島地区などを担当する出張

所であり、広い範囲の市民に密着した業務を行ってい

ます。私かインターンシップを行った市民課は主な業

務として、戸籍等の発行事務、畜犬登録、選挙等の各

種事務などを担当しています。

S1111?'? ’ﾉﾌ
Ｗ ”r` 7"
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実 習生 とし て市

民 課 の総 務 係、 市

民 係、 保 健衛 生係

の ３つの 係の業 務

を 体験し まし たが、

主 た った もの とし

て ８ 月30 日 に行わ

れた 衆議 院議 員選

挙、 ９月13 日に行

われ た市長 選 挙の

準備業務を担当

しました。小名

浜地区は27の投

票所に分割して

投票を行うので

すが、投票時の

細やかな規定、

公平な立場で投

l血鳶籾 勁徊Ｍ砂 ，

票を 見守 る姿 勢な ど、 公務 員と して 多く の 心構えを 学

ぶこ とがで き まし た。

市 民啓 発活 動や 期 日前投 票事 務な ど も体 験しま した

が、 期日 前投 票 の際 の投票 者の 多さ から 、今 回の 衆 院

選、 市長 選は、 多く の市 民が 選挙 に深い 関 心を 示 して

いるこ と がわ かり まし た。 選 挙に 限ら ず、交 通安 全運

動啓 発活 動な ど、 啓発 活動を 通 じて 市 民と会 話を する

ことで身近な ［市］を目指し、よ りよい街づく りを 行っ

ていくこ とは とて も有意義な こ とで ある と感じ ました。

３週間 の 間、 な れな い業 務 にも 職員 の方 々が丁 寧 に

教えてく ださ った ため、とて も 働き やす い環境で した。

そ のよ うな 環 境の 中。 イ ンタ ーンシ ップ を通 して 市の

業務を 学 べたこ と は 私に とって 大き なプ ラ スにな った

と思 いま す。こ の 体 験を 生かし、 今 後 の進路。 そ して

研究等 に役立て た いと 思い ます。

川



り 日 十ﾆﾐT

ミニ研究発表会 教務主事補　内　 田　 修　 司

Ｓｻｻ士ら

９月28日第４回のミニ研究発表会を第一体育館で開催しました。平日の開催にもかかわらず、保護者の

皆様にはご来場頂きありがとうございました。

ミニ研究は、平成17年度から２年生に導入した新しい科目

（前期必修一般科目１単位）です。この科目は、低学年のう

ちに「自分で調べる・考える・文章にまとめる 一報告する・

人前で発表する」という過程を経験（訓練）することで､ 個々

の能力を高めることを目的に導入されました。４年生のセ

ミナー、５年生の卒業研究など高学年では、専門学科教員

による学生指導は高専の専門教育として高く評価されてき

ています。これに対して２年のミニ研究は、一般教科の教

員を含む全教員が指導者となり、５学科の２年生全員が履

修する科目となっています。その結果、ミニ研究では、学

科や専門の枠を越えた学習活動が展開され、福島高専の特

色ある教育のひとつとなっています。

ミニ研究のテーマは、教員がそれぞれの専門分野などか

ら設定し、１学生末にテーマを公開します。学生は。やっ

てみたいテーマを選ぶところから活動が始まります。活動

ｔ

は１名の教員が５名の学生の指導をするグループ制、学科　 ∩

の異なる学生と一緒に課題に取り組みました。前期の時間

割では、火曜と木曜の午後一番最後の時間帯にミニ研究を

設定しました。活動時間は時間割に従って毎週、テーマに

よっては毎日、さらに夏休み中も行われ、「調べる、考える、

作る、試す、文章にまとめ、報告する」訓練が続きました。

時間割的には30時間が目安となりますが、どのグループも

規定時間以上の活動を記録しています。これらの取り組み

や成果を説明するのが、ミニ研究発表会でした。発表会で

は。ミニ研究の中の「人前で発表する」訓練や経験するだ

けてなく、発表の態度や質疑などが発表点として評価されるため、どのグループも説明やポスター作成、

製作物の展示などに工夫がありました。教室では見ることができないような表情、取り組みへの真剣さ

が伝わる発表が多く、会場は活気と熱気で一杯でした。昨年度から２年生の保護者の皆様に発表会の開

催のお知らせをしておりますが、発表会が平日の開催となるため、多くの皆様にご覧頂けないのが本当

に残念でなりません。ご来場いただけた保護者アンケートでは、発表している学生への励ましなどを頂

くことができ、この活動のご理解と高い評価を頂けたものと感謝しております。

今後は学生( 学習者) と教員( 指導者) に対するアンケート調査､来年度の実施テーマの募集を行うなど、

次年度への準備作業に移行します。
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今年で15回目を迎えた１日体験入学は、イン

フルエンザのため、８月８日(土)午前・午後、

９月26日(土)午前の１日半で実施しました。例

年通り、午前中はいわき地区を、午後はいわき

地区以外を対象としました。下記のような例年

通りの日程で、計画通り実施することができま

した。

j●　 ぺ＿j7 ● ri・

８：００～ ８：２０ 受　　　 付 １２：３０～ １２：５０

８：２０～ ８：５０ 開　 校　 式 １２：５０～ １３：２０

9:00 ～11:55 デモ実験見学 １３：３０～ １６：２５

12:00 ～12:10 閉　 校　 式 １６：３０～ １６：４０

閉校式終了後、希望者による学寮見学

ここ数年の参加者数は、16 年度6H 名、17 年

度838 名、18 年度781 名、19 年度687 名、20 年度

腿7名と減少傾向が続いていましたが、今年度は、

790 名の多く の参加を得ました。　中学生は昨年

度より70 名多い534 名、保護者は38 名多い233 名

の参加を得ました。

lajll 皺辿● 辿

い わ き 地 区

1･ji!

398 名

XMni

21 名

淵 藍ａ

１２１名

aldlj

540 名
いわき地区以外 136 名 2 名 １１２名 250 名

合　　　 計 534 名 23 名 233 名 790 名
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今年の各学科のデモ兆験のテーマと内容を紹

介します。

テーマ“君のモノづくりが世界を変える”の

もと、「①学科紹介　②オリジナルストラップ

を作ろう　③ライントレーサーで遊ぼう　④市

民に役立つモノづくり」のデモ実験が行われま

した。　　　　　　　　　　　　　　　　　 、

一
―

テーマ “化学への招待一物質工学科の実験を

観て、そして体験し てみよう ー”のもと、「①

スライムを作ろう　 ②酵素パワーを見てみよう」

のデモ実験が行われまし た。

膏

１
1
1

“本校 からのメッセ ージ” ということで、

①学校紹介コーナー ②入試相談コーナー ③休

憩コーナーを準備し、休憩時間などに自由に見

学したり相談できるようにし ました。

－　－l=j

第20回知能ロボットコンテストチャレンジコー

スにおいて準優勝を収めた分子 生物愛好会が口

ボットの実演を行いました。

閉校式後、アンケート （回答数　 中学生/194、

引率者210 ）を実施し ました。 非常に好評でし

た。以下にアンケートの主な項目を挙げます。

１．見学時間について
Ｊ百1. こ　 ぶli 百r百ｌ

1環．司「 冶藍Ｊ三1 屁●可i澗
短　　　　 い １１．３％ 2.596 ８．８％
ちょうど良い ８０．１％ ８８．１％ ８２．４(垢

長　　　　 い ８．５(垢 7.596 8.296
無　 回　 答 ０．１％ １．９％ 0.696

冷夏のためか、「長い」 と感じた参加者が、

例年より少ないようです。 大部分の参加者は、

適度な長さと感じ られています。

２.どの学科が良かったですか？　　 〔複数回答〕
一 一 一 一 一 ・ 一 一 -

機 械 工 学 科 47.496 43.396 ４６．２(垢

電 気 工 学 科 ５０．８(冶 ４６．８％ 49.696
物 質 工 学 科 ７５．９(垢 ６３．２％ ７２．２(冶

建 設 環 境 工 学 科 ３１．２％ 35.396 ３２ ．４ｃ冶

コ ミ 情 報 学 科 ４５．１(冶 ３８．８(拓 43.396
無　　 回　　 答 Ｏ％ Ｏ％ Ｏ％

各学科とも大変好評だったようですが、物質

工学科 が抜き出ていたようです。特に 「スライ

ムを作ろう」が中学生の興味を引いたようです。

3. 志望校を選ぶ場合の条件は何ですか（複数回答）
-

Ｘ Ｘ ｊ

就 職 率 の 局 さ 58.596 65.296 60.496
進学(編入学)の実績 54.596 62.296 ５６ ．７( 垢

専　 門　的　 教　育 47.496 70.196 54.196
学 校 の 雰 囲 気 ５２．３％ 36.896 47.896
部 活・ クラ ブ 活動 ２６．１(垢 ８．５(垢 ２１．０９６

学　　　　　　 費 18.296 １３．９(冶 １７．０％
通 学 が 便 利 か 17.896 １２．４(沁 １６．３％
生　 活　 指　 導 10.596 ２．５％ 8.296
寮　 の　 有　 無 10.596 ２．５％ 8.296

昨年度同様、［就職率の高さ］「進学（編入学）

の実績」「専門的教育」「学校の雰囲気」が重要

視されています。また、「部活・クラブ活動」 を

除いて中学生と引率者に殆ど差はないと言えます。
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テーマ“環境にやさしい建設技術”のもと、

「①地震から街を守るには？　②こんなまちに

住みたいな」のデモ実験が行われました。

テーマ “ふれてみよう電子情報の世界”のも

と 、「① モ ノか ら 者 へ のイ ン ター フ ェイ ス

②磁気浮上テクノロジーで 「ナノ」と「メガ」に

挑戦」のデモ実験が行われました。
テ ー マ “Ｒｅａｃｈ Ｙｏｕr Ｄｒｅａｍｓ!” の も と 、

「① 学 科 紹 介 ビ デ オ　 ② 英 語 劇　 ③ 経 営 情 報 つ

て な に 」 の 発 表 が 行 わ れ ま し た 。

インフルエンザのため皆様にはご迷惑をおかけしましたが、好評のうちに一日体験入学を終了
することができました。厚くお礼申し上げます。
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一東北地区大会一　秋田大会

■陸上競技（男子）

学校対抗

100m

800m

1500m

5000m

x7
110mH

4×100ｍＲ

4×400 ｍ Ｒ

走高跳

走幅跳
μ

μ

三段跳

砲丸投

円盤投

やり投

■陸上競技

学校対抗

100ｍ

高木

伊藤

高専体育大会の結果

第１位

聖人（2K）　 第２位

良（5M）　 第１位
勝沼　 将 人 （4C ）　 第 ３位

猪　 孝 一 （5M ）　 第 １ 位

藁谷　 誠 人 （3E ）　 第 ３位

星　　 尚 之 （51 ）　 第 １ 位

（吉田（1K ）･佐藤 ・高 木 ・星 ）

第 ３位

（星 ・高木 ・佐藤 ・伊 藤）

第 ２位

高橋

佐藤

高木

大部

佐藤

大部
星

吉田

吉田

高萩

高萩

佐藤

(女子)

4×100 ｍ Ｒ

毎細面
砲丸投

やり投

智 大 （3K ）

義 剛 （4M ）

聖 人

晋 作 （5M ）

義 剛

晋 作

尚 之

出 （3E ）

出

滋 光 （4M ）

滋光

博 紀 （3M ）

第２位

第１位

第２位

第３位

第１位

第３位
第１位

第３位

第１位

第３位

第１位

第３位

第２位

小野　 花也 （3D　　 第３位

（高倉・小野・小椋・永久保）

第２位

走幅跳

小野 花也 （3D

第１位

高倉亜紀子 （1K）

第３位

永久保美樹（2D

永久保美樹

小椋 優奈（1０

・ バスケットボール（男子）

第３位

・ バスケットボール（女子）

第２位

第２

第１

第２

位

位

位

・ 卓球 （男子）

団体戦

シングルス

ダブルス

・ 卓球（女子）

シングルス
μ

μ

ダブルス

ダブルス

・ テニス （女子）

団体戦

シングルス
μ

μ

ダブルス

丹野

今野

丹野

水野

今野

吉田

淳 （5K）

直人（5M）

淳

潤樹（5K）

直人

圭佑 （4０

安島　真理

小野　　緑

安島　恵理

猪狩　美咲

安島　恵理

安島　真理

小野　　緑

311

3K･

311

3C･

・ 剣道 （男子）

団体戦

・ テニス（男子）

団体戦

シングルス

小池　 亮輔

武田　 章宏

第２位

第１位

第３位

第１位

第３位

第１位

第２位

第３位

第１位

第２位

第３位

第１位

武田

小池

四家

塚本

海野

四家

塚本

海野

横田
仙台大会

■ソフトテニス
（女子）

個人戦

田中　朝美 川 ）

三浦 克恵（30

第１位

２

章宏

亮輔

彩渚 （5C）

仁美（3D

沙織（5C）

彩渚

仁美

沙織

愛梨 （4C）

(5M)

第２位

(3K)

第３位

第１位

第１位

第１位

第２位

第３位

第１位

第２位

lｉ'＝･ ｒ こ
一 蝋馮，

Ｊ｡

・ 柔 道 （ 女 子 ）

個 人 戦 （48kg 級 ）中 藤　 夏 海 （2M ）

・ 水 泳 （ 男 子 ）

学 校 対 抗

100m 自 由 形　 藁 谷　 庄 平 （5M ）

μ　　　　　　　　　西 間 木 悠 輔 （3M ）

200m 自 由 形　 藁 谷　 庄 平

400m 自 由 形　 佐 藤　 祐 樹 （1M ）

第１位

第１位

第１位

第２位

第１位

第１位

800m 自由形　 佐藤　祐樹

100m 背泳ぎ　 蛭田　昌孝（5M）

100m 平泳ぎ　 浅田紳太郎（5M）

200m 平泳ぎ　 浅田紳太郎

100m バタフライ山口　修平（2K）

200m 個人ﾒﾄﾞﾚｰ山口　修平

400m リレー （藁谷・佐藤・山口

第 １位

第 １位

第 １位

第 １位

第 ３位

第 １位

・ 蛭 田）

第 １位

800m リレー （佐藤・山口・蛭田・藁谷）

第１位

400mﾒFﾚｰﾘﾚｰ （蛭田・浅田・山口・藁谷）

第１位
・ 水泳（女子）

学校対抗

200m 自由形　 猪狩あゆみ

100m 平泳ぎ　 高橋　奈々

200m 平泳ぎ　 高橋　奈々

100m バタフライ猪狩あゆみ
・ バドミントン（男子）

団体戦

・ バドミントン（女子）

団体戦

ダブルス　　 渡部　友美

佐藤　春香

(3M)

(31)

5E

3C

第 ３

第 ２

第 ２

第 ２

第 ３

位

位

位

位

位

第３位

第２位

第３位
一 全国 大会－

・ 陸上競技（男子）

都城高専（宮崎県総合運動公園 陸上競技場）

学校対抗

100m

800m

1500m

5000m

x7
110H
4×400ｍＲ

高木　 聖人 （2K）

伊藤　 良 （5M）

勝沼 将人 （40

猪　 孝一 （5M）

藁谷　 誠人 （3E）

星　 尚之 （51）

第22位

予選敗退

予選敗退

予選敗退

予選敗退

予選敗退

棄権
(大勝・ 高木・佐藤・伊藤)

予選敗退

走 高跳　　　 高 橋　 智 大 （3K ） 予選 敗退

走幅 跳　　　 佐 藤　 義 剛 （4M ） 予 選 敗退

μ　　　　　　　　　高 木　 聖 人　　　 予 選敗 退

三段 跳　　　 佐 藤　 義 剛　　　　 第 ４位

μ　　　　　　　　　大 洋　 晋 作　　　 予 選敗 退

砲丸 投　　　 星　　 尚之　　　　　 棄 権

X7　　　　　　　　　吉 田　　 出 （3E ） 予 選敗 退

円盤投　　　 吉 田　　 出　　　 予 選敗 退

μ　　　　　　　　　高萩　 滋 光 （4M ） 予 選敗 退

やり投　　　 高萩　 滋 光　　　　 第 ５位

μ　　　　　　　　　佐 藤　 博 紀 （3M ） 予 選敗 退

・ 陸上競 技 （女子 ）

走幅跳　　　 小野　 花 也 （31 ） 予 選敗 退

砲丸投　　　 永久保 美 樹 （2D　 予 選敗 退

・ 卓 球 （男子 ）

大 分 高専 （別府 市総 合体 育 館）

シン グル ス　 丹 野　　 淳 （5K ） 予 選敗 退

ダブル ス　　 丹野　　 淳

水 野　 潤 樹 （5K ） 予 選敗退

・ 卓球 （女子）

シングルス

ダブルス

安島

猪狩

安島

猪狩

恵理

美咲

恵理

美咲

(31

(3CI

第３位

予選敗退

第１位
■テニス（男子）

有明高専（熊本県民総合運動公園パークドーム）

団体戦　　　　　　　　　　　 １回戦敗退

シングルス　 小池　 亮輔（5M）1 回戦敗退

ダブルス　　 武田　 章宏（3K）

小池　 亮輔　　 １回戦敗退

・ テニス （女子）

シングルス

ダブルス

四家　 彩渚（50

塚本 仁美（31）

四家　 彩渚

塚本　 仁美

海野　 沙織

横田　 愛梨（4０

ペスト８

１回戦敗退

第３位

ベスト８
・ ソフ トテ ニ ス （女 子）

鹿児島高専（霧島市国分運動公園テニ スコート）

個 人戦　　　 田 中　 朝美（4D

三浦　 克恵（３０ １ 回戦敗 退

■ 柔道 （女 子）

大分 高専 （別 府市 総合 体育 館）

個人戦（48kg級）中 藤　 夏海（2M ）　 第 ２位

・ 水 泳

都 城高専 （宮 崎県 総合 運動 公 園水泳 場）

学 校 対抗　　　　　　　　　　　 第 ２位

（男子 ）

100m 自 由形　 藁谷　 庄 平 （5M ）　 第 ６位

μ　　　　　　　　　西 間木悠 輔 （3M ） 予 選敗 退

200m 自 由形　 藁谷　 庄 平　　　　 第 ５位

400m 自 由形　 佐藤　 祐 樹 （IM ）　 第 １ 位

800m 自 由形　 佐藤　 祐 樹　　　　 第 ２位

100m 背泳 ぎ　 蛭田　 昌孝 （5M ）　 第 ６位

100m 平泳 ぎ　 浅田 紳太 郎 （5M ）　 第 ２ 位

200m 平泳 ぎ　 浅田 紳太 郎　　　　 第 ２ 位

100m バタフライ 山口　 修 平 （2K ） 予 選敗退

200m 個人ﾒ ﾄﾞﾚｰ 山口　 修 平　　　　 第 ５ 位

400m リレ ー （藁 谷 ・佐 藤 ・ 山 口 ・蛭 田）

第 ２ 位

400mﾒFﾚｰﾘﾚｰ （蛭 田 ・浅 田 ・ 山 口 ・藁谷 ）

第 ２ 位

（女子）

100m 平泳ぎ　 高橋　 奈 々 （3D　　 第 ５ 位

21
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○第55 回福 島県 高等学校体育大会　 県大会

■陸上競技 （男子）

やり投　　 佐藤　 博紀（3M）　 第５位

（東北大会出場）

■バスケット ボール（男子）

１回戦敗退
・ バレーボール（男子）

３回戦敗退
・ ソフト テニス（男子）

団体戦　　　　　　　　　　　 １回戦敗退

個人戦　　　 柏原　 伸也（2E）

高橋　 憲正（２Ｄ １回戦敗退

・ テニ ス（男子）

団体戦

ダブルス

・ テニ ス（女子）

ダブルス

■卓球（男子）

団体戦

シングルス
μ

μ

ダブルス

■卓球（女子）

団体戦

シングルス

μ

μ

ダブ ルス

■剣道（男子）

団体戦

個人戦

■水泳（男子）

100m 自由形

200m 自由形

武田

菅野

塚本

松田

永井

渡辺

桑嶋

松本

永井

渡辺

章宏

晃司

仁美

美穂

―喜

大樹

隆

知也

一喜

大樹

ベスト8

（3K）

（31） ベスト16

㈹ ）

㈹ ）2回戦敗退

(3M)

(3K)

(2M)

(2Ｄ

第３位

ベスト16

ベスト16

ベスト16

ベスト16

ベスト16

第２位

安島　 真理（3D　 ベスト ８

小野　 緑（3K） ベスト12

（以上２名、束北大会出場）

猪狩　 美咲（30　 ベスト16

安島　 恵理（3D　 ベスト16

小野　　 緑

安島　 真理　　　　 第３位

１回戦敗退

鈴木惣一朗（2M）1 回戦敗退

吉田　 周平（2M）

西間木悠輔（3M）

北洋 春樹（2M）

西間木悠輔

400m 自由形　 佐藤　祐樹（1M）

1,500m 自由形 佐藤　祐樹

予選敗退

予選敗退

予選敗退

予選敗退

第３位

第３位
（東北大会出場）

100m 背泳ぎ　 若松　 大介（3E） 予選敗退
200m 背 泳 ぎ　 若 松　 大 介

100m 平 泳 ぎ　 矢 羽 々 寛 和 （2M ）

200m 平 泳 ぎ　 矢 羽 々 寛 和

100m バタ フライ 紺 野　 貴 裕 （10

μ　　　　　　　　　星　　 丈 弘 （3K ）

予選敗退

予選敗退

予選敗退

予選敗退

予選敗退

200m 個人ﾒﾄﾞﾚｰ 山口　 修平（2K）

400m 個人ﾒﾄﾞﾚｰ 山口　 修平

400m リレー

800m リレー

400mﾒ ﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ

・ 水泳（女子）

200m 自由形　 猪狩あゆみ（3M）

100m 平泳ぎ　 高橋　 奈々（31）

200m 平泳ぎ　 高橋　 奈々

200m 個人ﾒﾄﾞﾚｰ 鈴木　 姫花（11）

400m 個人ﾒﾄﾞﾚｰ鈴木
・空手道（男子）

団体戦
男子個人組手

μ

μ

男子個人形
μ

μ

・ バドミントン

団体戦

シングルス

ダブルス

■バドミントン

団体戦

■ボクシング

会田

洲崎

角田

中村

会田

洲崎

角田

中村

(男子)

佐藤

志賀

星野

佐藤

佐藤

鈴木

(女子)

姫花

崇人

翔太
幸司

晃太

崇人

翔太
幸司

晃太

一貴

匠

佑一
一貴

太一

啓人

予選敗退

予選敗退

予選敗退

予選敗退

予選敗退

予選敗退

予選敗退

予選敗退

予選敗退

予選敗退

予選敗退

予選敗退

予選敗退

(2M) ベスト8

(21) ベスト16

(30 1 回戦敗退

(2M)1 回戦敗退
ベスト８

ベスト８

１回戦敗退

１回戦敗退

２回戦敗退

(3E)2 回戦敗退

(2M)2 回戦敗退

(3M)

2 回戦敗退
(Ｈ)

(1M)2 回戦敗退

１回戦敗退

バンタム級　 村上　和誠（2M）　 第３位
○第91回全国高等学校野球選手権福島大会

２回戦敗退

○第88回全国高等学校サッカー選手権大会
福島県大会１次大会

２回戦敗退
Ｏ第62回東北学生陸上競技選手権大会

男子三段跳　 佐藤　義剛（4M）　 第12位

男子やり投　 高萩　滋光（4M）　 第10位
○第64回東北高等学校陸上競技大会

男子やり投　 佐藤　博紀（3M）　 第24位
Ｏ第63回東北高等学校卓球選手権大会

女子団体　　　　　　　　　　 １回戦敗退
女子ダブルス 小野　 緑

女子シングルス

安島

安島

小野

真 理

真 理 ㈹ ）

緑（3K ）

１回戦敗退

ベスト16

1 回戦敗退

Ｏ 第58 回東北 高等 学校選手権水泳 競技大会

男子400m 自由型 佐藤　 祐樹（川） 予選敗退

男子1500m自由型 佐藤　 祐樹（IM）　 第２位

（全国大会出場）

○ 第77 回全国高 等学校選手権水泳競 技大会

男子1500m自由型 佐藤　 祐樹（IM） 予選敗退

○第62 回福島県総合体 育大会　 県 大会

・ 陸上競技（男子）

走幅跳　　　 吉田　 将大（1K）　 第 ７位

・ バスケットボール（男子）

１回戦敗退

・ バレーボール（男子）

２回戦敗退

■テニス（男子）

【男子 １部】

シングルス

ダブルス

【 男 子 Ｈ 部 】

シ ン グ ル ス

ダ ブ ル ス

■テニス（女子）

【女子１部】

シングルス

ダブルス

【女子Ｈ部】

シングルス

・ 卓球（男子）

学校対抗戦

シングルス
μ

μ

μ

μ

μ

μ

μ

μ

み

μ

■卓球（女子）

シングルス

ガ

佐藤
武田

菅野

大平
須田

正隆

章宏
晃司

悠介
拓馬

(2C)2 回戦敗退

(3K)

(31) ベスト8

(3E)

(3E)2 回戦敗退

五十嵐達也（比）２回戦敗退

五十嵐達也

蛭田　 泰弘（1E）1 回戦敗退

黒田　広輝（1M）

岡田　　 敦（1E）1 回戦敗退

塚本

松田

塚本

松田

仁美

美穂

仁美

美穂

(31) ベスト16

(3D2 回戦敗退

１回戦敗退

鈴木　 彩美（1C）1 回戦敗退

松本

吉田

桑嶋

佐藤

永井

猪狩

江尻

内田

渡辺

大浦

佐藤

知也

貴郎

隆
勇人

一喜

一哉

義史

権一

大樹

昌也

洋平

安島　 真理

小野　　 緑

(以上２名、

ベスト8

(21) ペスト16

(3C) ４回戦敗退

(2M) ４回戦敗退

(2K) ４回戦敗退

(3M)3 回戦敗退

(3K)3 回戦敗退

(3K)3 回戦敗退

(３０ ２回戦敗退

(3K)2 回戦敗退

(1E)2 回戦敗退

(1E)2 回戦敗退

(3D　　 第２位
(3K)　 第３位
東北大会出場)

シングルス
μ

μ

X7

■ 水 泳 （男 子 ）

【成 年 の 部 】

50m 自 由 形

μ

μ

100m 自由形
50m 背泳ぎ
100m 背泳ぎ

μ

μ

50m 平泳ぎ

100m 平泳ぎ

50m バタフライ

猪狩

安島

小野

金成

美咲（30　　 第４位

恵理（31）４回戦敗退

仁美（21）４回戦敗退

亜実（Ｈ）３回戦敗退

藁谷　庄平

坂本　龍一

鈴木　達也

小林　拓真

鈴木　達也

(5M)

(4M)

叫)

(4C)

蛭田　 昌孝（5M）

鈴木　 達也

永久保祐樹（41）

植田　 耕平（5K）

浅田紳太郎（5M）

永久保祐樹

五十嵐大輝（5E）

200m 個人ﾒﾄﾞﾚｰ坂本　龍一

【 少 年 の 部 】

50m 自 由 形

100m 自 由 形

400m 自 由 型

五十嵐大輝

大和田瑞生（10

吉田　 周平（2M）

西間木悠輔（3M）

吉田　 周平

佐藤　祐樹（1M）

北潭 春樹（2M）

100m 背 泳 ぎ　 若 松　 大 介 （3E ）

100m 平 泳 ぎ　 矢 羽 々 寛 和 （2M ）

100m バタ フ ライ 紺 野　 貴 裕 （1C ）

μ　　　　　　　　　星　　 丈 弘 （3K ）

200m 個人ﾒ ﾄﾞﾚｰ 山 口　 修 平 （2K ）

400m リ レ ー

400mﾒ ﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ

■ 水 泳 （女 子 ）

【少 年 の 部 】

200m 自 由 形　 猪 狩 あ ゆ み （3M ）

100m 平 泳 ぎ　 高 橋　 奈 々 （3D

200m 個人ﾒ ﾄﾞﾚｰ 鈴 木　 姫 花 （Ｈ ）

・ 空 手 道 （ 男 子 ）

男子個人組手
μ

μ

男子個人形
μ

μ

・ バドミントン

シングルス

ダブルス

会田

洲崎

中村

会田

洲崎

中村

(男子)

志賀

的場

志賀

崇人

翔太

晃太

崇天

翔太

晃太

匠

駿介

匠

第１位

第３位

第４位

第３位

第１位

第１位

第２位

第３位

第１位

第１位

第１位

第３位

第１位

第２位

予選敗退

予選敗退

予選敗退

予選敗退

第３位

予選敗退

予選敗退

予選敗退
予選敗退

予選敗退

予選敗退

第Ｈ位

第10位

予選敗退

予選敗退
予選敗退

(頌) ２回戦敗退

(２Ｄ ２回戦敗退

(2M)1 回戦敗退

３回戦敗退

２回戦敗退

１回戦敗退

(2M)2 回戦敗退

(3E)

3 回戦敗退
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ダブルス

■バドミントン

シングルス

ダブルス

佐藤

鈴木

(女子)

佐藤

佐藤

渡辺

太一

啓人

(11)

(1M)2 回戦敗退

春香（３０ ２回戦敗退

春香

千尋（３Ｄ ２回戦敗退

○第36回東北総合体育大会（卓球競技）

安島　真理（31）　　 出場

小野　 緑（3K）　　 出場

Ｏ第36回東北総合体育大会（サッカー競技）

蛭田　 隼（1K）　　 出場

Ｏ第64回国民体育大会（サッカー競技）

蛭田　 隼（1K）　　 出場

各種大会等の結果

・ 吹奏楽部

第47 回福島県吹奏楽コンクール

金賞（県代表）

全日本吹奏楽コンクール　 第52 回東北大会

金賞

・ 将棋部

第45回全国高等学校将棋選手権大会福島県大会

個人戦　　　 博多　 大樹（3E） ベスト８

長谷川　 涼（3E） ベスト16

大竹　剛史（3K） ベスト16

浦住　 僚（20　 ベスト16

阿部　 直樹（2E） 予選敗退

猪狩　直也（20　 予選敗退

芳賀　 正幸（2C） 予選敗退

第22 回全国高等学校将棋竜工戦福島県 大会

個人戦　　　 永井　 駿（3D　 ベスト８

長谷川　 涼（3E） ベスト16

大竹　剛史（3K） ベスト16

浦住　　 僚（２０ ３回戦敗退

博多　 大樹（3E）2 回戦敗退

猪狩　 直也（2C）2 回戦敗退

芳賀　正幸（2C）2 回戦敗退

阿部　直樹（2E）1 回戦敗退

第16 回全国高等専門学校将棋大会

団体戦　　　　　　　　　　　 予選敗退

個人戦　　　 永井　　 駿（31）2 回戦敗退

阿部　 直樹（2E）1 回戦敗退

大竹　剛史（3K） 予選敗退

猪狩　 直也（20　 予選敗退

・ エネルギー研究会

第Ｈ 回全日本ソーラーカ ー＆

ＦＣカーチャンピンオンシップ

HSFC ・WSR　　　　　　　　　 総合14 位

HSFC ・F2　　　　　　　　　　　 第１位

ソーラーカ ー部門　　　　　　　　 第１位

■分子生物愛好会

第21 回知能ロボットコンテスト2009

・堀越くまさんペンタくんＡ

マシン名「ラビ」

舟木　 理恵（30 ・志賀　　 諭（３０

２次予選敗退

・堀越くまさんgemini

マシン名「蛇腹」

田家　 亘（2C）・岩崎　 真歩（2０

桑野 夏希（2０

・ 写真部

・長谷川敦美（２０

１次予選敗退

・いわき地区高等学校写真連盟合同撮影会 参加

・第34回関東信越地区高専文化発表会 参加

・松が丘公園桜撮影会　　　　　　　 実施

・ひたち国際大道芸撮影会　　　　　 実施

・東北地区高専体育大会撮影　　　　 実施

■茶華道部

・いわき学校茶道連盟　 第27 回合同発表会

参加

■サイクリング部

・磐梯山周辺 春季ツーリング

(第28回桧原湖FO

・乗鞍岳登坂 夏季ツーリング

(長野県松本市)

■ラグビー部

・いわき市７人制大会

・高月ラグビーフェスティバル

・東北地区高専ラグビー講習会
・ 山岳部

・安達太良山　７月例会山行

実施

実施

第５位

参加

参加

実施

写真提供：写真部 佐藤大志他、サイクリング部、山岳部
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今 年 の 高 専 ロ ボ ッ ト コ ン テ ス ト

東 北 地 区 大 会

… … ……… … ，
… …

■　　-･ ･･.I ●r･　　 ‾･･.･ .I　 ・　 ―■.I　･.I　I

高 専 ロ ボ ッ ト コ ン ｉｽﾄ 指 壽 教 員 物 質 工 学 科　 天 野 仁 司

今年の課題と日程は過酷でした。全国でもっ

とも早く10 月４日に鶴岡で行われた東北地区

大会は、試合よりアイデア披露の方が楽しめ

たと思います。おそらくどこの高専も、もう

少し時間があればと思ったことでしょう。課

題は８種類、それも歩行ロボット２台の協調

した動作や、力技が必要なものばかりだった

からです。本校は、例年とは違いロボットの

製作・調整時間も制限され、さらに新型イン

r ＝ ■¬ 「 ㎜㎜㎜
‾♂

フ ル エ ン

ザ の 影 響

で 活 動 で

き な い 日

や、 大 会

直 前 の 操

縦者とピッ

25

トクルーの交代というアクシデントもありま

した。その結果、Ａ、Ｂの２チームで三つの

賞を獲得しただけに終わり、全国大会出場権

は得られませんでしたが、このような困難な

状況下での活動としては、よく頑張ったと思

います。特にＡチームは、勝負には負けまし

たが、アイデア披露やエキシビションにおい

て、その豪快な動きで会場を大いに沸かせま

した。ぜひ同じ、いやこれ以上の感動を呼び

起こす勇姿を、全国大会で披露したかった

と、その場にいた本校の学生。ご家族、

教職員のfEもが思ったことと思います。j/

-　 一

一

10/17(土)・

18(日)に木更

津高専が主管

で行われた全

国高等専門学

校第20回プロ

グラミングコ

更津高専が学校閉鎖になった場合は、大会中

止という緊張の中で始まりました。

そのため、20 周年大会行事として、木更津

高専が独自に企画した小中学生を呼ぶイベン

トが中止になったり、インフルエンザによる

学校閉鎖や学級閉鎖の影響で、参加を見合わ

せた高専もありました。

来年は、高知高専が主管となって高知で開

催予定です。高学年のチームを主に３部門参

加を目指して、頑張る所存です。今後ともご

理解、ご支援をお願いいたします。

ンテストについてご報告いたします。

引率は、電気工学科の小泉康一先生にお願

いしました。

場所は、木更津市の「かずさアカデミアホー

ル」という大変立派な施設でした。

例年通りの課題・自由・競技の３部門で行

われ、本校は課題と競技に出場しました。

結果は、課題部門が佳作、競技部門は１回

戦敗退、敗者復活戦も敗退と、残念なもので

した。

今回は、新型インフルエンザの影響で、木



8/10 ～12 の日程で、 今年も秋田県の大潟村で

ソーラーカーの大会が開催されまし た。

一般 の部のワールドソーラーカーラリー（ＷＳ

Ｒ）と学生の部の全日本学生ソ ーラー＆ＦＣカ ー

チャンピオンシップ （JISFC ）が同時 開催されま

す。 競技は太 陽から のエネルギーとバッテリー

に蓄えたエネルギーを頼りに、 １周25km のコー

スを ３日間で25 時 間走行し、 そ の総周回数で競

われます。

今年はＷＳＲとＪＩＳＦＣ合わせて20 チームほどが

参加し ました。 太 陽電池のほか、 燃料電池を搭

載した車両や、太陽電池と燃料電池のハイブリッ

ド の車両も参加し ています。 充電用に搭載する

バッテリ ーは鉛蓄電池 のほかリチウムイオンの

ものが 使用されたり、車体 には炭素繊維を使用

して軽量化を図ったり、先端 の技術が取り入れ

られていまし た。

我 々エネルギー研究会では、 学生による手作

エネルギー研究会顧問　 伊　 藤 淳

りの車 体で第 １回大会から 連続して参加してい

ます。 晴天の場合 は快調に走行するものの、 曇

天や雨 天では、速度を落とすことになり、天候

に大きく 左右されます。 また、25 時 間の間には、

様々な電気的、 機械的トラブルが起こり、 チー

ム一丸 となって解決しなくてはなりませ ん。 今

年は充電不良や車輪がロッ クするなど深刻なト

ラブル に見舞われまし たが、 無事完走し 、トー

タル23 周 （575km ） の走行で、ＪＩＳＦＣの部門で念

願の優勝を果たすことができまし た。 総合では

ト ップ クラスのチ ームに追いつくことは難しい

ものの、 来年に向けて車体 の改良を行い、 今年

より少しで もよい記録に挑戦したいと思います。

なお、 大潟村のソ ーラーカ ーの大会は 小説 の題

材として取り上げら れ（演 野京子氏著 ：レッド

シャイン、講談社刊）、 実は本校がモデルとして

登場して います。 ご興味のある方は 是非どうぞ。

.41 略 り.ｉ,！.． ム,.，
一 堡9111ヨ 弧

この８月24日～26 日にかけて、第16回全国高

専将棋大会が、豊田高専か主管し愛知県蒲郡市

で開催されました。全国高専将棋大会は、第！

回が平成６年に秋田高専で開催されました。第

１回大会は、当時秋田高専教授の米長泰先生

（現日本将棋連盟会長の米長邦雄永世棋聖の実兄）

のご努力で実現し、以来毎年開催されておりま

す。

米長泰先生は秋田高専を定年で退官された後

も毎年審判長として活躍されております。

福島高専は第１回大会から毎年連続16回出場

しておりますが、今年は２Ｅ阿部直樹君、２Ｃ猪

狩直也君、３Ｋ大竹剛史君、 ３１永井駿君の４

名が出場しました。

今回はお隣茨城高専も初出場するなど、参加

32高専、参加者約150名と大きな大会となりまし

た。

過去福島高専は第３回大会では団体戦３位、

第４回大会を主管、第５回、第６回と連続して

団体戦３位、第10回では個人戦３位と活躍して

きました。しかしこのところ出場する高専生の

レベルが非常に上がり、個人戦など予選リーグ

を勝ち抜けるのもなかなか容易でなくなってき

ております。

今回の結果ですが、団体戦（猪狩君、大竹君、

永井君の組が出場）は１回戦で阿南高専に破れ

敗退しました。しかし個人戦では、永井君、阿

部君の２名が予選リーグを勝ち抜け、決勝トー

将棋部顧問　大　 槻　 正　 伸

ナメント出場（ベスト64 入り）し、さらに永井

君は１つ勝ちベスト32 まで勝ち残りましたが、

２回戦で強敵鈴鹿高専の太田選手に破れました。

しかし150名近くの強豪たちの中でのベスト32 は

かなりの奮闘であったと思います。

また大会中はプロ棋士の中田章道七段、室田

伊緒女流初段がゲストとして招待され、大会に

出場した全国高専生を相手に指導対局をして下

さいました。プロの先生の指導対局を受けるこ

ともこの大会に出場する高専生にとって大きな

楽しみになっています。

さて、来年の第17回大会は明石で、さらに第

18回大会は富山で実施されることが決まってお

ります。次回の大会にむけて、将棋部は後期の

活動を本格的に始動したところです。
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・ 学生課長 補佐　 杉 内　　 静　 ５司 柚F11 SkU 紅

今年４月にまいりました、学生課長補佐の杉内静（すぎうちしずか）です。なかなかうまく

対応できず心苦しく感じております。ところで、小名浜の宿舎に時々耳慣れない音が聞こえて

きて「なんだろう」と思つていましたが、船の霧笛の音と気づきました。「霧笛が俺を呼んで

いる」とつぶやさながら納豆ごはんを食べたりしています。今後、ねばり強くがんばりたいと

思いますので、よろしくお願いいたします。

・総務課員 吉田 隆敬　仙決心 働映y両

４月より総務課施設管理係へ配属となりました吉田隆敬と申します。

以前は化学メーカーで技術員をしておりましたが、今回、事務職員として採用いただきまし

た。学校運営に携わるのは初めてのことで、一から学んでいく所存です。

校舎の修繕などで、校内を歩き回っていることも多いかと思います。学生が快適かつ安全に

過ごせるよう頑張りますのでどうぞよろしくお願い致します。

-

㎜ し 皿 ｙ ７ こ ｌｌ七 ここ

・学生課 長　 沓 洋 三 喜 雄　 阪琲 叱 ａｗａ 皿 面 ｏ

４月１日付けで、東北大学入試課から本校に赴任しました。出身は山形県真室川町ですが、

現在は宮城県名取市です。高専での勤務は２回目で、以前宮城高専に３年間勤めました。高専　　I.

の現状は、運営交付金の減少、人員削減など高専の取り巻く環境は厳しい状況にありますが、

教職員一体となってこの難局を乗り越えて行きたいと思います。そのためにも少しでもお役に

立ちたいと、つておりますので、どう　よろしくお いいたします。　　　　　　　　　　　　　　　

」

-----･=-==-=-- -=･　　　　　　　　－|､W ”　　　　　　　　　　 －　－　　’
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モ ノ づ く り 教 育 研 究 支 援 セ ン タ ー が 発 足

｢モノづくり教育研究支援センター｣ は、専門的な教育研究支援スタッフである技術職員

による教育研究業務の技術支援体制強化を目的に、平成21年４月１日に発足した。技術職員

が協調・連携して効率的かつ計画的に 学生の実習・実験教育への支援、実習工場の管理運

営、学内の各種教育・研究支援、技術・技能支援をおこなうとともに、公開講座や技能講習

など、地域住民や地域産業への組織的な貢献を行っている。

｢モノづくり教育研究支援センター｣ では、センター長(校長兼務)の下に、技術長(代行)

と２グループのグループ長を含め、常勤12名、パートタイム３名の技術職員が、組織的・継

続的に職員の相互研修を行い、組織としての技術力向上を図って、専門技術支援職務にあたっ

ている。

卜
恥

／
に

左：江尻勝紀技術長代行 右：奈良宏一センター長

301

専攻科１年の鈴木定太さんが「電気学会優秀論文発表Ｂ賞」受賞

本校専攻科１年の鈴木定太さんは、福

島高専５年在学時に「電気学会優秀論文

発表Ｂ賞」を受賞し、４月24日に東北大

学工学部で行われた授賞式に出席した。

同賞は電気学会の各支部大会で発表され

た論文のうち、優秀な発表者に贈られる

ものである。同賞の高専学生の受賞は、

平成20年に全国で４件あったが、他の３

件は専攻科生の受賞であり、高専５年生

での受賞は鈴木定太さんだけであった。

鈴木定太さん（当時19歳）は、同校電

気工学科在学中に卒業研究で取り組んだ　 左: 伊藤淳教員 中央: 鈴木定太さん 右：鈴木晴彦教員

「永久磁石軌道上で磁気支持された配列バルク超電導体試料の水平方向の電磁力特性比較」

を、平成20年８月に福島県郡山市の日本大学工学部で開催された「電気関係学会東北支部連

合大会」で発表した。この論文では、特別な配列をした超電導バルク材の永久磁石上での磁

気支持力に関し、水平方向に作用する電磁力に対する超電導バルク材の配列効果について報

告し、今回の受賞となった。

専 攻 科 ２ 年 の 石 沢 貴 教 さ ん が 「土 木 学 会 東 北 支 部 研 究 奨 励 賞 」を 受 賞

本校専攻科物質・環境システムエ学専攻２年の石沢貴教さんは、平成20年度「土木学会東

北支部研究奨励賞」を受賞した。この賞は、土木学会東北支部が毎年５月の通常総会におい

て表彰するもので、当該年度の東北支部技術研究発表会において優れた研究成果を発表した

論文の発表者で、36歳未満の支部会員に贈られるものである。

本年３月、仙台市で行われた同学会支部の研究発表の中から、７部門各１名ずつ表彰され

たもので、受賞者の中で高専学生は石

･

l

左：石沢貴教さん 右：原田正光教員

沢さん一人だけで、最年少での受賞と

なった。

今回の受賞したテーマは、石沢さん

が本校５年次と専攻科１年次に取り組

んだ「内倉湿原における抽水植物の制

御に関する検討」で現在も研究を継続

中である。石沢さんは、「これまでの研

究の成果が認められてうれしい。この

賞を励みに、特別研究最後のまとめに

励みたい」と抱負を語っていた。
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